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高血圧症は我が国をはじめ多くの先進国における主要な死亡疾患である動脈硬化性疾患

の基礎疾患であり、その予防と血圧管理は公衆衛生上の重要な課題となっている。特に、25

歳以上の成人においては約 40％が高血圧症と診断されており（WHO 報告、2013）、高血圧患

者の日常生活での血圧管理は重篤な疾患を予防するうえで極めて重要となる。一般に、高血

圧患者の血圧管理は先進国においては比較的良好であり、米国やカナダでは血圧が良好な状

態にコントロールされている者の割合は約 50％程度とされている。しかし、その他の国に

おける高血圧患者の血圧管理状態は悪く、中国の農村地域においては良好なコントロール状

態にあった者は高血圧患者のわずかに 3.9％であったとされている。

高血圧をコントロールするための方法としては、処方薬の服薬をはじめ多様な自己管理行

動がある。日常生活で患者が主体的に実施する自己管理行動としては血圧値の測定、および

定期的運動、飲酒制限、禁煙、塩分摂取制限などの生活習慣に関することが主なものである。

しかし、実際には患者の多くがこれらの自己管理行動を十分には実施していない状況が報告

されており、今後これらの自己管理行動の実施率向上に向けた研究と対策が重要視されてい

る。

このような高血圧患者の現状を踏まえ、本論文では血圧のコントロール状態が悪いとされ

る中国農村部における高血圧患者を対象として、血圧のコントロール状態と自己管理行動の

実施状況を明らかにするとともに、自己管理行動に関係する要因の評価指標を開発し、関連

要因を明らかにすることを目的として研究が実施された。

本論文は第Ⅰ章から第Ⅴ章で構成されており、その主な内容は以下のとおりである。

第Ⅰ章では、世界および中国における高血圧の有病率と高血圧患者の血圧コントロール状
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態および自己管理行動の実施状況などについて、先行研究や資料を総覧し、現状における問

題を指摘した。また、高血圧患者の自己管理行動に関するこれまでの先行研究の結果を基に

各種自己管理行動の血圧コントロールに対する効果と意義について総括を行った。そのうえ

で、これまでの慢性疾患患者の自己管理行動の実施に関わる要因に関する先行研究の結果を

踏まえ、今後解決すべき問題としてファミリーソシャルサポート、不安、自己効力感などの

心理・社会的要因と自己管理行動の実施との関係について解明することの必要性を指摘した。

以上の知見を踏まえ、本論文における目的を高血圧患者における自己管理行動の実施状況

とその関連要因について検討すること、およびそれらの要因の評価指標を作成することとし

た。

第Ⅱ章では、血圧の自己管理行動に関係すると思われる心理的・社会的要因の評価尺度の

開発を行うことを目的として調査が実施された。対象者は中国北京市近郊の農村部の地域医

療センターに登録されている高血圧患者 318 名とし、慢性疾患の管理行動についての自己効

力感の評価尺度（中国語版 SES6C）とファミリーソシャルサポート評価尺度（中国語版 CFSS）

の信頼性と妥当性についての検証がなされた（研究Ⅰ）。

中国語版 SES6C は英語版のオリジナル SES6C を中国語に翻訳したものを用いた。検証の

結果、内的整合性を示すクロンバックのα係数は 0.88、テスト―再テストの一致係数は 0.78

であった。不安や抑うつの評価指標である Hospital Anxiety and Depression Scale (HADS)との

相関係数は 0.30 であった。また、運動習慣(β=0.659,)、HADS 得点(β=-0.076)、主観的健康

感(β=-0.530)との間にそれぞれ有意な関係が認められた。

中国語版 CFSS は先行研究の結果を基に高血圧患者を対象とした評価尺度として新たに作

成された。検証の結果、クロンバックのα係数は 0.84、テスト―再テストの一致係数は 0.82

であった。探索的因子分析の結果、三因子構造が確認され、それらの因子により全分散の

62％が説明できる結果であった。また、HADS 得点との相関係数は-0.266 (P<0.01)であった。

以上の結果より、両評価尺度は信頼性が高く、妥当性も比較的良好と判断された。

第Ⅲ章では、中国北京市近郊の農村部の地域医療センターに登録されている高血圧患者

318 名を対象として、高血圧患者の自宅での血圧測定（Home Blood Pressure Monitoring ：

HBPM)の実施状況と降圧剤服用の関連要因について検証すること（研究Ⅱ）、および血圧自

己管理行動の実施状況とその関連要因について検証すること（研究Ⅲ）をそれぞれ目的とし

て解析がなされた。

研究Ⅱの結果から、全対象者の 24.5％が HBPM を実施しており、そのうちの約 75％が公

的施設、地域の医院、薬局などで実施していた。HBPM 実施者は非実施者に比べて教育歴が

長く、服薬が良好であった。HBPM を実施しない最大の理由は血圧測定器具の使い方がわか

らない(44.7%)であり、次いで経済的理由（16.8％）であった。また、降圧剤服用の関連要
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因については、高血圧歴と血圧測定の頻度が有意であった。すなわち、高血圧歴が 3 年以上

の者は 3 年未満の者に比べて服薬が良好な者が多く(adjusted OR, 3.31; 95% CI, 1.91–5.72)、血

圧測定の頻度が2回/月以上の者はこの頻度以下の者に比べて服薬が良好な者が多い(adjusted

OR, 2.33; 95% CI, 1.42–3.83)という結果が示された。

研究Ⅲの結果から、血圧自己管理行動の実施状況は、全対象者の 81.1％が食塩摂取制限、

79.2％が非喫煙、77.9％が非飲酒、61.3％が降圧剤服用、51.9％が毎日の運動、44.3％が 2 回

/月以上の血圧測定をそれぞれ実施していた。各血圧自己管理行動の関係要因については、

降圧剤服用は高血圧歴、定期的な血圧測定は年齢、食塩摂取制限は年齢と性、運動は年齢、

禁煙は年齢と性と BMI、禁酒は性とそれぞれ有意な関係が認められた。

これらの結果を踏まえ、高血圧歴が短く、若い男性では自己管理行動の実施率が低いこと

から、この集団に対する積極的な健康教育が必要であることを指摘した。

第Ⅳ章では、中国北京市近郊の農村部の地域医療センターに登録されている高血圧患者

318 名を対象として、各血圧自己管理行動の実施とファミリーソシャルサポート、抑うつ、

不安感情、自己効力感との関係について検討することを目的とした（研究Ⅳ）。

その結果、ファミリーソシャルサポートは降圧剤服用(1.39, 95% CI 1.03–1.87)と定期的血

圧測定(1.33, 95% CI 1.02–1.74)と有意な関係が認められたが、その他の自己管理行動とは関

連が認められなかった。自己効力感(1.25, 95% CI 1.04–1.49)は運動のみと有意な関係が認め

られたが、抑うつと不安感情はいずれの自己管理行動とも有意な関連は認められなかった。

これらの関係はいずれも肯定的回答者が否定的回答者よりも自己管理行動を実施する者が

多い結果であった。

これらの結果から、ファミリーソシャルサポートの充実を図る対策が降圧剤服用および定

期的血圧測定などの自己管理行動の改善につながり、高血圧患者の血圧管理上重要となるこ

とを指摘した。

第Ⅴ章では、本論文が横断研究であること、対象者数が少ないこと、自己申告のデータで

あること、自己管理行動の実施基準値が標準化されていないことなどによる限界がる事を指

摘したうえで、本論文の研究Ⅰから研究Ⅳの結果を踏まえて、以下のように結論づけた。

１）本研究で開発した中国語版の SES6C と CFSS はいずれも信頼性と妥当性が高く、疫学

研究に使用が可能な評価尺度である。

２）高血圧歴が短く、若い男性では自己管理行動の実施率が低いことから、この集団に対す

る積極的な公衆衛生活動サービスの提供が必要である。

３）自己効力感は血圧自己管理行動としての運動の実施と関係することから、高血圧患者を

対象とした患者教育における重要指標とすることが望まれる。

４）自宅での血圧測定を実施している者のなかで医師の勧めで実施している者はわずか
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5.1％に過ぎないことから、医師は患者に対して積極的に自宅での血圧測定についての説

明と実施を進めるべきである。

５）ファミリーソシャルサポートは降圧剤服用や定期的血圧測定と有意に関係することから、

ファミリーソシャルサポートの充実を図る対策が高血圧患者の血圧管理上重要である。

本博士論文における研究により、中国農村部の高血圧患者における血圧自己管理行動に対

する自己効力感とファミリーソシャルサポートについての評価尺度が開発されたことは、こ

の分野の研究の進展に貢献できるものである。事実、これらの評価尺度はすでに８カ国の研

究者から使用許可の申請がなされている。さらに、種々の血圧自己管理行動の実施状況とそ

の関連要因が明らかにされたことで、今後の高血圧患者の血圧自己管理行動の改善に向けた

介入研究や公衆衛生活動の実施に大きく貢献できるものと推察できる。本博士論文における

一連の精力的な研究によって得られた知見は、末尾記載のとおり学術誌上で刊行されており、

当該分野においてすでに評価を受けているとみなすことができる。

これらのことから本論文は健康スポーツ科学研究の進展のみならず、日本をはじめ多くの

国々の高血圧患者の血圧管理の改善にも貢献し得るものと考えられることから高く評価で

きる。よって、本審査委員会は、Hu Huanhuan氏が申請した博士学位論文は博士（スポーツ

科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。
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